
む広 土に親しむ広

場の管理・運 場の管理・運 場の管理・運 場の管理・運 場の管理・運

営、収穫祭で 営、収穫祭で 営、収穫祭で 営、収穫祭で 営、収穫祭で

の農産物等販 の農産物等販 の農産物等販 の農産物等販 の農産物等販

事　業　費 4,939 11,643 10,280 9,395 9,395

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 3,024 3,420 3,420 3,420

一般財源 4,939 8,619 6,860 5,975 5,975

人　件　費 5,746.92 5,678.49 5,417.41 5,417.41 5,417.41

投入 常勤職員 0.83人 0.87人 0.83人 0.83人 0.83人

人員 非常勤職員 0.41人 0.41人 0.41人 0.41人 0.41人

事業費＋人件費 10,686 17,321 15,697 14,812 14,812

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 1 頁

事務事業名 7025 農政対策事業

担当組織 環境経済部 経済戦略室 担当 労働農政担当

組織コード
R5 15 01 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R5 01 06 01 01 01 01

記入日 令和 5年 6月16日
R4 15 01 00 R4 01 06 01 01 01 01

１.事務事業の概要 ＜PLAN＞

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標・考え方 06 都市環境と自然環境が調和したまち 09 31 32 ● 対象
再掲施策

施策 25 自然に親しむ空間の整備・推進 ○ 対象外

事業期間 昭和５０年度 ～ 令和１２年度

戸田市農業研究会補助金交付要綱

根拠法令 土に親しむ広場の設置に関する要綱 関連計画

通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

強靱化計画 □ リスクシナリオ番号：

総合戦略 □ 　施　策　番　号　：

対象
市民、農業者、市内在住広場利用者、農地所有者

・姉妹都市での収穫体験や戸田収穫祭を通じて、市民の都市型農業に対する理解を深める。

事業目的
・農産物の栽培から収穫まで体験することを通じて、市民の農業への理解を醸成する。

・戸田収穫祭を開催し、姉妹都市等や市内農家が生産した農産物の直売を実施する。

・姉妹都市交流事業として、市民を対象に美里町での収穫体験を実施する。

・食育の一環として、学校教育や保育園活動において地元産の野菜等に触れる機会を提供する。

・農地所有者から申出のあった農地を市が借り受けて、農園として整備し、利用希望者へ区画を貸し出している。

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） ■協働･協力（ 農業研究会 ）

行財政改革

の取り組み

２.事業費 ＜DO＞

事
業
の
予
算
・
実
績

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

主な事業内容

土に親しむ広 土に親しむ広 土に親しむ広 土に親し



件費の水準は適正か。

２年度 ３年度 ４年度 Ａ：経費の精査が十分になされている。
経費水準

＜判断理由＞
Ａ Ａ Ａ 農業研究会への補助内容の精査や、土に親しむ広場に係る業者選定など、経費の精査に努め事務を

行っており、適正な範囲といえる。

評価結果 事業手法は適正か。

２年度 ３年度 ４年度 Ｂ：事業手法は適正な内容である。
事業手法

＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 土に親しむ広場に寄せられる意見、トラブルに対応するため、職員が定期的に広場を訪問している

。収穫体験については、募集人数は半減となったが、多くの応募をいただいた。

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

受益・負担 ２年度 ３年度 ４年度 Ｂ：受益・負担は適正な範囲である。

の公平性 ＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 土に親しむ広場は、利用者から維持管理料を徴収し、姉妹都市での収穫体験では実施の際は参加者

から参加料を徴収するなど、受益・負担は適正であるといえる。

５．事業の見直し・行財政改革の取組内容 ＜ACTION＞

令和４年度に
実施した

取組内容・効果

令和５年度に
実施する取組内容

６．令和６年度の方向性・取組方針 ＜ACTION＞

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和６年度で終了 ○令和５年度で終了 ○令和４年度で終了

＜方向性の判断理由・取組方針＞
　姉妹都市での収穫体験や土に親しむ広場など、市民が農業へ触れる機会を創出し、都市型農業への関心を高め

事業の方向性・
ることができるよう事業に取組む。姉妹都市での収穫体験については、新型コロナウイルスの影響を考慮しなが

取組方針
ら、募集人数等を検討していくこととしたい。なお、収穫体験については令和５年度に実施回数を増やし、効果
検証の上、令和６年度以降も継続していく。

2 頁

３.目標達成状況 ＜CHECK＞

指標名 説明・算定式 単位
Ｒ３目標 Ｒ４目標 Ｒ５目標 Ｒ６目標 Ｒ７目標

Ｒ３実績 Ｒ４実績 Ｒ５実績 Ｒ６実績 Ｒ７実績

目
標
達
成
状
況

事務事業 「土に親しむ広場」の快適な利用 共有部の除草等整備の実 回 12 12 12 12 12
活動① を目的とした除草等整備の実施 施回数 12 12 － － －
事務事業 収穫祭の協力団体数 収穫祭への出店等に係る 者 8 8 8 8 8
活動② 協力団体数 0 10 － － －
事務事業 姉妹都市交流事業美里町収穫体験 姉妹都市交流事業美里町 回 2 2 2 2 2
活動③ の参加促進 収穫体験の広報回数 2 2 － － －
事務事業 市民農園「土に親しむ広場」区画 年度末の段階で利用され % 98 98 98 98 98
成果① 利用割合 ている区画の割合 97 95 － － －
事務事業 収穫祭の参加者数 来場者延べ人数 人 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500
成果② 0 1,026 － － －
事務事業 姉妹都市交流事業美里町収穫体験 姉妹都市交流事業美里町 人 65 65 65 65 65
成果③ 参加者数 収穫体験への参加者数 0 38 － － －

Ｂ：いずれかの目標を達成した。

目標達成 ＜判断理由＞
　美里町での収穫体験は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、募集人数を減らして実施した。

状況
　土に親しむ広場は、当選後のキャンセル等もあり目標値を下回ったが、順次キャンセル待ちの方に声を掛けて、区画の利用

の分析 を促していく。応募倍率は2.98倍でキャンセル待ちが発生している。
　収穫祭については、例年に比べコンパクトにしたことや天候が悪かったことが参加者数に影響していると考えられる。

４.評価結果 ＜CHECK＞

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

施策への ２年度 ３年度 ４年度 Ｂ：施策の目標達成に貢献している。

貢 献 度 ＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「美里町での収穫体験」は募集人数を半減して実施し

たが、機会の提供には寄与できたと考えられる。

評価結果 事業費・人



戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 3 頁

事務事業名 40486 緑化事務費

担当組織 環境経済部 みどり公園課 担当 緑化推進担当

組織コード
R5 15 06 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R5 01 08 04 07 01 01

記入日 令和 5年 6月16日
R4 15 06 00 R4 01 08 04 07 01 01

１.事務事業の概要 ＜PLAN＞

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標・考え方 06 都市環境と自然環境が調和したまち ● 対象
再掲施策

施策 25 自然に親しむ空間の整備・推進 ○ 対象外

事業期間

根拠法令 関連計画

通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

強靱化計画 □ リスクシナリオ番号：

総合戦略 □ 　施　策　番　号　：

対象

予算管理シート

事業目的

予算管理シート

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

行財政改革

の取り組み

２.事業費 ＜DO＞

事
業
の
予
算
・
実
績

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

主な事業内容

事　業　費 9,356 10,726 10,975 10,192 10,192

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 0 0 0 0

一般財源 9,356 10,726 10,975 10,192 10,192

人　件　費 4,362.12 4,112.01 4,112.01 4,112.01 4,112.01

投入 常勤職員 0.63人 0.63人 0.63人 0.63人 0.63人

人員 非常勤職員 0.07人 0.07人 0.07人 0.07人 0.07人

事業費＋人件費 13,718 14,838 15,087 14,304 14,304



4 頁

３.目標達成状況 ＜CHECK＞

指標名 説明・算定式 単位
Ｒ３目標 Ｒ４目標 Ｒ５目標 Ｒ６目標 Ｒ７目標

Ｒ３実績 Ｒ４実績 Ｒ５実績 Ｒ６実績 Ｒ７実績

目
標
達
成
状
況

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －
－：未設定

目標達成 ＜判断理由＞

状況

の分析

４.評価結果 ＜CHECK＞

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

施策への ２年度 ３年度 ４年度 －：未設定

貢 献 度 ＜判断理由＞
－ － －

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

２年度 ３年度 ４年度 －：未設定
経費水準

＜判断理由＞
－ － －

評価結果 事業手法は適正か。

２年度 ３年度 ４年度 －：未設定
事業手法

＜判断理由＞
－ － －

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

受益・負担 ２年度 ３年度 ４年度 －：未設定

の公平性 ＜判断理由＞
－ － －

５．事業の見直し・行財政改革の取組内容 ＜ACTION＞

令和４年度に
実施した

取組内容・効果

令和５年度に
実施する取組内容

６．令和６年度の方向性・取組方針 ＜ACTION＞

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和６年度で終了 ○令和５年度で終了 ○令和４年度で終了

＜方向性の判断理由・取組方針＞

事業の方向性・
取組方針



業　費 4,351 7,467 7,373 7,467 7,467

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 352 352 352 352 352

一般財源 3,999 7,115 7,021 7,115 7,115

人　件　費 4,846.8 4,568.9 4,568.9 4,568.9 4,568.9

投入 常勤職員 0.7人 0.7人 0.7人 0.7人 0.7人

人員 非常勤職員 0.18人 0.18人 0.18人 0.18人 0.18人

事業費＋人件費 9,198 12,036 11,942 12,036 12,036

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 5 頁

事務事業名 7585 緑化推進事業

担当組織 環境経済部 みどり公園課 担当 緑化推進担当

組織コード
R5 15 06 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R5 01 08 04 07 01 02

記入日 令和 5年 6月16日
R4 15 06 00 R4 01 08 04 07 01 02

１.事務事業の概要 ＜PLAN＞

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標・考え方 06 都市環境と自然環境が調和したまち ● 対象
再掲施策

施策 25 自然に親しむ空間の整備・推進 ○ 対象外

事業期間 昭和５４年度 ～ 令和１２年度

戸田市緑化推進条例、緑化推進に関する規則 戸田市緑の基本計画

根拠法令 戸田市緑化推進補助金交付規程 関連計画 市長公約62「市の鳥」制定や新たな里地保全の推進

通 達 等 戸田市建築物屋上等緑化奨励補助金交付要綱 施政方針 による生物多様性確保の推進

戸田市生け垣等設置奨励補助金交付要綱

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

強靱化計画 □ リスクシナリオ番号：

総合戦略 □ 　施　策　番　号　：

対象
戸田市で保存樹木を所有している者、生け垣・屋上緑化等を設置する者。

良好な自然と生活環境を確保するため、樹木の保全とあわせて緑化を推進し、緑あふれる住み良いまちづくりを図る。

事業目的

苗木の配布や緑化に関する補助金の交付を実施するほか、緑化を推進する計画の策定や遂行を図る。

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

行財政改革

の取り組み

２.事業費 ＜DO＞

事
業
の
予
算
・
実
績

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

主な事業内容

緑化補助金の 緑化補助金の 緑化補助金の 緑化補助金の 緑化補助金の

交付、苗木の 交付、苗木の 交付、苗木の 交付、苗木の 交付、苗木の

無料配布 無料配布 無料配布 無料配布 無料配布

事　



かり、また、保存樹木についても管理費がかかるため、経費
は適正な範囲である。

評価結果 事業手法は適正か。

２年度 ３年度 ４年度 Ｃ：事業手法の一部に見直しが必要である。
事業手法

＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｃ 補助金の申請状況を鑑み、事業手法について見直しを検討していく。

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

受益・負担 ２年度 ３年度 ４年度 Ｂ：受益・負担は適正な範囲である。

の公平性 ＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 設置、保全される緑は広く市民の利益に貢献するもので、街中に緑があることに対しての市民の満

足度も高いことからも適正である。

５．事業の見直し・行財政改革の取組内容 ＜ACTION＞
特になし

令和４年度に
実施した

取組内容・効果

補助金制度見直しの検討

令和５年度に
実施する取組内容

６．令和６年度の方向性・取組方針 ＜ACTION＞

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和６年度で終了 ○令和５年度で終了 ○令和４年度で終了

＜方向性の判断理由・取組方針＞
緑の保全、創出には市民の理解が不可欠であり、補助金制度や「とだグリーンウェイブ」などの緑化事業のほか

事業の方向性・
、生物多様性と緑のもたらす良い効果などをホームページ等で広く市民に周知し、制度の活用や緑化推進機運の

取組方針
醸成を図っていく。
補助制度やグリーンウェイブの手法についても、利用状況、効果を分析し、時勢に合った制度へのリニューアル
を引き続き検討していく。

6 頁

３.目標達成状況 ＜CHECK＞

指標名 説明・算定式 単位
Ｒ３目標 Ｒ４目標 Ｒ５目標 Ｒ６目標 Ｒ７目標

Ｒ３実績 Ｒ４実績 Ｒ５実績 Ｒ６実績 Ｒ７実績

目
標
達
成
状
況

事務事業 緑化推進のための補助金制度の広 補助金制度の広報回数( 回 3 3 3 3 3
活動① 報回数 広報、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、ﾁﾗｼ等) 3 3 － － －
事務事業 緑化事業「とだグリーンウェイブ 広報、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、ﾁﾗｼ等 回 3 3 3 3 3
活動② 」の広報回数 6 6 － － －
事務事業 緑化推進のための補助金申請件数 補助金の申請があった件 件 4 4 4 4 4
成果① (生け垣、屋上緑化、駐車場緑化) 数 1 0 － － －
事務事業 「とだグリーンウェイブ」の植樹 苗木を無料配布する事業 本 91 91 91 91 91
成果② 本数 において植樹した本数 44 42 － － －

－ － －

－ － －
Ｂ：いずれかの目標を達成した。

目標達成 ＜判断理由＞
補助金制度を「広報とだ」、「ホームページ」へ掲載すると共に、「チラシ」を窓口に常備することにより周知啓発を行った

状況
が、生け垣等補助金申請はゼロ件であった。宅地開発が進む中、生け垣を設置できる環境が減少していることから、制度の抜

の分析 本的な見直しを検討すべきであると考える。「とだグリーンウェイブ」の広報活動については目標を達成したが、その成果と
しての植樹本数については、目標の半数にも満たないものとなった。今後手法等も含め検討していく。

４.評価結果 ＜CHECK＞

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

施策への ２年度 ３年度 ４年度 Ｂ：施策の目標達成に貢献している。

貢 献 度 ＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 市街化が進み大きな緑地が確保しにくい状況下で、生け垣や樹林等を保存し緑の減少を防ぐことや

、緑化の普及啓発を図り新たな緑を増やす取り組みは、都市部での緑化に貢献している。

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

２年度 ３年度 ４年度 Ｂ：経費は適正な範囲である。
経費水準

＜判断理由＞
Ｂ Ｂ Ｂ 生け垣や屋上緑化には多額の費用がか



2 3,402

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 2 322 322 322 322

一般財源 2,768 3,080 2,817 3,080 3,080

人　件　費 4,916.04 4,634.17 4,634.17 4,634.17 4,634.17

投入 常勤職員 0.71人 0.71人 0.71人 0.71人 0.71人

人員 非常勤職員 0.1人 0.1人 0.1人 0.1人 0.1人

事業費＋人件費 7,686 8,036 7,773 8,036 8,036
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事務事業名 27263 水と緑のネットワーク推進事業

担当組織 環境経済部 みどり公園課 担当 緑化推進担当

組織コード
R5 15 06 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R5 01 08 04 07 01 03

記入日 令和 5年 6月16日
R4 15 06 00 R4 01 08 04 07 01 03

１.事務事業の概要 ＜PLAN＞

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標・考え方 06 都市環境と自然環境が調和したまち ● 対象
再掲施策

施策 25 自然に親しむ空間の整備・推進 ○ 対象外

事業期間 平成１９年度 ～ 令和１２年度

環境共生・創造マスタープラン 戸田市環境基本計画、戸田市緑の基本計画、水と緑

根拠法令 関連計画 のネットワーク形成プロジェクト(戸田市地区)基本

通 達 等 施政方針 構想、戸田ヶ原自然再生事業全体構想

市長公約63

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

強靱化計画 □ リスクシナリオ番号：

総合戦略 ■ 　施　策　番　号　：１－２

対象
市民、事業者

自然と共生するまちづくりを市民など多様な主体とともに推進することを目的とする。

事業目的

「戸田ヶ原」の自然再生等事業を関係団体等と連携し、水と緑のネットワーク形成プロジェクトの一環として推進する。

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 ■委託 （■3ｾｸ･財団 ■企業 □市民･NPO） ■協働･協力（ 企業市民NPO ）

行財政改革

の取り組み

２.事業費 ＜DO＞

事
業
の
予
算
・
実
績

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

主な事業内容

戸田ヶ原自然 戸田ヶ原自然 戸田ヶ原自然 戸田ヶ原自然 戸田ヶ原自然

再生、水と緑 再生、水と緑 再生、水と緑 再生、水と緑 再生、水と緑

のネットワー のネットワー のネットワー のネットワー のネットワー

ク形成 ク形成 ク形成 ク形成 ク形成

事　業　費 2,770 3,402 3,139 3,40



た予算の範囲内で成果
を出しており適正である。

評価結果 事業手法は適正か。

２年度 ３年度 ４年度 Ａ：事業手法は工夫され、非常に効率的・効果的である。
事業手法

＜判断理由＞
Ａ Ａ Ａ 水と緑のネットワーク形成プロジェクト（戸田市地区）行動計画や戸田ヶ原自然再生事業実施計画

をもとに、市民や事業者と協働しながら進めており、事業手法は効率的、効果的である。

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

受益・負担 ２年度 ３年度 ４年度 Ｂ：受益・負担は適正な範囲である。

の公平性 ＜判断理由＞
Ａ Ａ Ｂ 自然と共生するまちづくりは広く市民の利益に資するものであり、受益・負担は適正な範囲である

。

５．事業の見直し・行財政改革の取組内容 ＜ACTION＞
戸田市への誇りと愛着を育むため、市の花サクラソウを身近に感じ、親しまれることを目的に、サクラソウ苗の

令和４年度に 配付等を行う「サクラソウプロジェクト」を実施した。

実施した とだグリーンウェイブの苗木配付や樹木剪定技術講習おいて、参加者に対しサクラソウ苗を配付し、市民がサク

取組内容・効果 ラソウに親しむ機会を増やすことができた。

市民等がサクラソウに親しむ機会を増やすため、より多くの機会にサクラソウ苗の配付、開花時期以外の普及啓
発等を行う「サクラソウプロジェクト」を推進していく。

令和５年度に
戸田ヶ原自然再生事業については、戸田市商工会報など事業者向けにも企業ボランティア募集の周知を行い、新

実施する取組内容
たな担い手を発掘し体制強化を図っていく。

６．令和６年度の方向性・取組方針 ＜ACTION＞

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和６年度で終了 ○令和５年度で終了 ○令和４年度で終了

＜方向性の判断理由・取組方針＞
自然に親しみ、花と緑を守り育てる空間の整備・推進のため、緑の働きによるグリーンインフラを効果的に活用

事業の方向性・
できる新たな仕組みづくりや市民がサクラソウに親しむ機会を増やしていく「サクラソウプロジェクト」を推進

取組方針
していく。
また、戸田ヶ原自然再生事業については、市民ボランティアや事業者との協働による取組が着実に進んでいる。
さらに新たな担い手の発掘など、取組体制を強化するべく、企業ボランティアの募集にも力を入れ、水と緑のネ
ットワーク形成を推進していく。
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３.目標達成状況 ＜CHECK＞

指標名 説明・算定式 単位
Ｒ３目標 Ｒ４目標 Ｒ５目標 Ｒ６目標 Ｒ７目標

Ｒ３実績 Ｒ４実績 Ｒ５実績 Ｒ６実績 Ｒ７実績

目
標
達
成
状
況

事務事業 戸田ヶ原自然再生地におけるサク 戸田ヶ原自然再生地に植 株 500 500 500 500 500
活動① ラソウ植え付け株数 え付けするｻｸﾗｿｳの株数 500 500 － － －
事務事業 戸田ヶ原自然再生事業のイベント さくらそう祭り、植え付 件 3 3 3 3 3
活動② の開催件数 けイベント、出張授業等 6 5 － － －
事務事業 戸田ヶ原自然再生地におけるサク 累計 株 9,700 10,200 10,700 11,200 11,700
成果① ラソウ植え付けの株数 9,700 10,200 － － －
事務事業 戸田ヶ原イベント開催参加者人数 さくらそう祭り、植え付 人 700 700 700 700 700
成果② けイベント、出張授業等 559 1,009 － － －
総合戦略 戸田ヶ原イベント開催参加者人数 さくらそう祭り、植え付 人 700 700 700 700 700
KPI① けイベント、出張授業等 559 1,009 － － －

－ － －
Ａ：全ての目標を達成した。

目標達成 ＜判断理由＞
コロナが終息に向かったことにより、戸田ヶ原自然再生地におけるサクラソウ植え付け、イベント開催をともに開催でき、全

状況
ての目標を達成することができた。

の分析

４.評価結果 ＜CHECK＞

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

施策への ２年度 ３年度 ４年度 Ａ：施策の目標達成に大いに貢献している。

貢 献 度 ＜判断理由＞
Ａ Ａ Ａ 水と緑のネットワーク形成プロジェクトの一環として、戸田ヶ原自然再生事業等を市民ボランティ

ア、関係団体と連携・推進することで、自然と共生するまちを実現することから貢献している。

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

２年度 ３年度 ４年度 Ａ：経費の精査が十分になされている。
経費水準

＜判断理由＞
Ａ Ａ Ａ 既存事業の活用や市民ボランティア、事業者と協働することにより、限られ


